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抗議行動で拷問され 
不当に投獄 



ヴァヒド・アフカリ イラン 

 ヴァヒド・アフカリさんには仲の良い家族がいる。弟のハ

ビブさんとナヴィドさんとともに読書好きで歌やダンスを楽

しんでいた。 

 

 2016年から3年間、ヴァヒドさん、ナヴィドさん、ハビブさ

んは、地元シラーズの不平等と政治的抑圧への抗議行

動に平和的に参加した。ヴァヒドさんとナヴィドさんは

2018年9月17日に抗議行動のために自宅で逮捕され、ハ

ビブさんは3カ月後に逮捕された。 

 

 イラン当局は3兄弟を独房で拘禁し、拷問し、犯していな

いとを何度も主張した犯罪の「自白」を強要した。ひどい

誤審で、3兄弟は抗議行動への平和的参加が原因の政

治的に動機づけられた罪で有罪判決を受けた。またヴァ

ヒドさんとナヴィドさんは、警備員の殺害に関与したという

まったく根も葉もない容疑で有罪となった。ナヴィドさんは

死刑判決、ハビブさんとヴァヒドさんは実刑数10年と鞭打

ち74回を言い渡された。 

 

 3兄弟は2020年9月に独房に移された。2020年9月12日

ナヴィドさんは秘密裏に死刑を執行された。本人や家族、

弁護人に何の通告もなかった。 

 この執行に対してイラン国内だけでなく世界中で抗議

の声が上がり、ヴァヒドさんとハビブさんを支援する活動

の輪が広がった。ハビブさんは550日間独房で過ごした

後、2022年3月に釈放された。 

 

 ヴァヒドさんは2020年9月から独房に入れられ、他の囚

人たちから完全に隔離されている。この措置は、当局の

要求に屈しないヴァヒドさんへの報復だった。それは彼

の家族のために正義を求めるイランや世界の人びとに

対して声明を出すことだった。 

 

イラン当局にヴァヒド・アフカリさんの釈放を求めてくださ

い。 
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イラン当局に手紙を書いてください 

Head of Judiciary 
c/o Embassy of Iran to the European Union 
Avenue Franklin Roosevelt No. 151050  
Brussels  
Belgium   Air Mail 

恣意的に拘禁されているヴァヒド・アフカリさんを釈放し、

不当な判決と実刑を取り下げること、拘置中は雑居房

に移し、必要な治療を受けられるよう求めてください。 

当局宛↓ 
Instagram: @ejeii_org/     

Twitter:  @khamenei_ir 

イラン最高指導者 

Dear Sir, 
 

I urge you to release Vahid Afkari immediately as he is 

being arbitrarily detained for his peaceful participation in 

protests, quash his unjust convictions and sentences and 

drop all charges relating to the peaceful exercise of his 

human rights. 
 

Vahid Afkari is being held in solitary confinement in Ade-

labad prison in Fars province and the large body of evi-

dence proving his innocence is being ignored by the au-

thorities. Pending his release, he must be held in conditions 

meeting international standards for the treatment of prison-

ers, with access to adequate healthcare – outside prison if 

necessary – and to his family. 
 

 Yours sincerely 

ヴァヒド・アフカリさんに一人

ではないことを伝えてください 

ヴァヒドさんを支援するメッセージをSNSで送ってくださ

い。家族のサイードさんのタグを付けてください。 

Instagram: @saeed_afkariii 

Twitter: @afkari_saeed 

(例文) I am thinking of Vahid. #W4R22 
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